感染症・免疫系１　２００５年７月２１日

1枚目（笹原）

問題１　自然免疫と獲得免疫の違いを３つ上げよ

問題２　自然免疫の因子を書け。

問題３　液性免疫と細胞性免疫の違い

２枚目（久保田）

ウィルスの感染に対する細胞性免疫の反応機序を述べよ。また、ウィルス側の回避について説明せよ。

３枚目､岡本先生範囲　

薬剤併用効果の確認はどのように行うか。併用の意義について説明しなさい。

４枚目、川久保先生範囲

1、 ヘリコバクター・ピロリについて

胃癌、胃潰瘍に続いて(？)、(　　　)lymphomaができる。

2、 A群連鎖球菌について

急性糸球体腎炎と同時に(　　)がおこる

３、単純ヘルペスウィルスについて水痘をおこして(　　　)に潜伏感染し、再発して帯状疱疹がおこる。

3、 麻疹について、口の中に(　　)ができる

4、 肝炎では組織学的にいずれも小葉中心部における肝細胞の変性、壊死、巣状壊死、クッパー細胞の腫大増生、(　　　　)の単核細胞浸潤が基本像。

皆さん川久保先生は要注意！テキストに載ってないことを平気で出します。しかも毎年傾向が違うので、授業で先生がちょこっと言ってたことまで気を配っておいたほうがいいです！

５枚目（砂川）

次の感染症の感染経路を答えよ

1 肝炎

2 結核

3 インフルエンザ

4 流行性結膜炎

5 食中毒

6枚目　（赤星先生）

Ⅰ型アレルギー反応を説明しなさい。

（1） 特異的IgEが産生されるまで

（2） 即時型アレルギーの発生機序

７枚目　（金子先生）

１・２のどちらかを選んで答えよ。

1、 手術前に、移植片に対して抗体が起こす拒絶反応について説明しなさい。

2、 S１に対して臓器移植が可能なドナーを選べ。

　括弧の中にHLAの型を示す。ただし家族は全てO型。ドナーは一人とは限らない。

父（a/b）     母（c/d）


S1♂        S2♂         S3♀

(a/c)         (a/d)         (b/c)

